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☆入学おめでとうございます 
 甲府南高校第５９期の新入生２４０名のみ

なさん、入学おめでとうございます。本日入

学を許可され、晴れて高校生活の第一歩をこ

の甲府南高校で踏み出したことを心よりお祝

いいたします。 

 いまだ、新型コロナウイルス感染症の収束

のめどが立たず、不安な日々が続いていま

す。そのような状況の中で迎えた入学式です

が、新入生のみなさんにはこの状況に粘り強

く対応し、３年後にはたくましく巣立ってい

ってほしいと願っています。そのために１学

年職員はもちろん、全校職員が一丸となり指

導しいきますので、これからの３年間、どう

ぞよろしくお願いします。 

 

☆新入生のみなさんへ 

世の中には、にぎやかな場所が好きな人、いつも元気でエネルギッシュな人、一人で過ごす静かな時

間が好きな人、何事にもまじめで曲がったことが嫌いな人、熱狂的にある分野に興味を持ち突き進む人

など、様々な個人がいて、そして共存しています。甲府南高校は、そのような人々の誰もが歓迎され、

ともに成長していく場所です。そのような場所で、みなさんには、甲府南高校の生徒として、さらに一

歩前へ「未知の自分」を求めて踏み出してもらいたいと考えています。決して同一ではない個人が、同

じ空間にいるだけでポジティブな刺激を与えあえるような、そんな高校生になってください。自分とは

異なる「個人」を認め、未知なことにも果敢にチャレンジする集団になれるよう指導していきたいと考

えています。 

いまだコロナ禍のため、多くの制約がある中で学校生活を送らなくてはならない状況が予想されま

す。ストレスフルな状況下ですが、みなさんに力強く高校生活を踏み出してもらうためのアイデアをい

くつか伝えておこうと思います。 

１．自分が自分であるためには、自分とは異なる他人の存在を認めてください。他人が大切にしている

ことが、どんなにちっぽけに見えても、大切にしてあげてください。それは、自分にも大切なもの

があることを分かっている証拠だからです。 

２．まずは、自分自身と友達になってください。自分自身を好きになれないと、友達のことを本気で好

きになれないと思います。 

３．多くの友達をつくることは学校生活における重要な要素の一つですが、いいことも悪いこともなん

でも語り合える友人を探し続けてください。 

４．新型コロナウイルス感染症のために、君たちの行動範囲は限られていますが、君たちの思考までが

制限されているわけではありません。想像を膨らませ、多くのことを考え、自分自身と向き合ってく

ださい。有限の高校生活３年間で、「未知の自分」を発見するため、君たちなりの一歩を踏み出して

ください。 

５．学問は身を助けます。知識や技術の伴わない言動は、誰の考えや行動にも影響を与えません。全力

で勉強に取り組んでください。甲府南高校で身に付けた知識や技術が、君たちが生きていく未来の世

界に影響を与えられるものにしてください。 
 

 

 

※保護者の皆様へ 

 ご家庭で「今日どんなことがあったのか」「どんな友人ができたのか」「担任や先生達からどんな話が

あったのか」など、日々の会話の中で話題にしていただければと思います。これからの３年間、愛情を

持って指導していきますので、よろしくお願いいたします。 

1 学年職員 

 正 担 任 副 担 任 

1 組 
萩原 真慈 
公民（政経）、SSH 推進、理数科 

渡辺 幸代 
数学、進路指導 

2 組 
津島 真奈美 
家庭、生徒会指導、研究開発 

堀口 秀樹 
地歴（世界史）、教務（研修） 

3 組 
清水 泰裕 
理科（化学）、教務、研究開発 

髙山 美知子 
芸術（音楽）、生徒会指導部 

4 組 
雨宮 陽介 
保健体育、生徒指導、研究開発 

小林 玲子 
国語、進路指導、理数科 

5 組 
三井 美和 
外国語（英語）、進路指導、理数科 

中山 和子 
数学、保健教育支援 

6 組 
辻 基倫子 
国語、保健教育支援 

鈴木 孝直 
保健体育、教務（総務） 

☆学 年 主 任 吉岡  茂 外国語（英語） 
☆学年副主任 萩原 真慈 公民（政経）、SSH 推進、理数科 
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